
髙木舜斗先生には、１年１組

と国語担当として２週間、野澤

綺花先生には、１年３組と保健

体育担当として３週間、お世話

になりました。２人とも市貝中

を卒業した先輩で、教師を目指

している教育実習生です。 

生徒の皆さんが、将来、教育実習生として市貝中に来ることを、楽しみにしています。 

                                

            

                                  Ｎｏ３ 令和３年６月 
 

〇期末テストの結果を、学力向上に繋（つな）ぐ。 

 期末テストが終わり、夏休みが近づいてきて、ややもすると目標を見失う時期になりました。１年生

にとっては初めての定期テスト、どうだったでしょうか。今回の反省を生かして、是非対策は取ってい

きたいところです。また２，３年生も、苦手な教科やテストでできなかったところを中心に、もう一度、

１学期の学習内容を復習してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ７月１３日（火）には、新型コロナウイルス感染防止のため授業参観は行いません

が、保護者会があります。お忙しいところとは存じますが、是非、学校においでいた

だけますようお願いします。 

         天候不順から体調を崩しやすい時期ではありますが、規則正しい生活と十分な栄 

養・休養を心掛け、実り多い充実した毎日が過ごせるよう、引き続き、保護者の皆 

様のご協力とご指導のほど、よろしくお願いいたします。 

 

〇お世話になった髙木先生と野澤先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学力（学習成績）向上へのポイント テストの点数を見た後が大切！ 

 頑張っているはずなのに、なかなか成績が上がらないと悩んでいる 

生徒がいました。勉強方法を聞くと、どうも弱点の補強がなされてい 

ないことに、成績伸び悩みの原因がありそうでした。「問題集を３冊 

やったのに・・・」と言うので、持ってこさせてみると、確かに３冊の 

問題集が終わっており、一生懸命勉強した跡が見られました。 

しかし、３冊の内容を見比べてみると、できているところはどの問題集でもできており、でき

なかったところは３冊ともできないままで終わっていました。つまり、弱点補強がなされないま

まで勉強を終わりにしてしまったわけです。 

テストは重要なところが出題されます。しかも、高校入試まで同じような問題が、繰り返し出

題されます。ですから、テストでできなかったところを完全に出来るようにしておかないと、次

のテストで出題された時にもできない（成績が伸びない）ことになってしまいます。 

テストが返された後（答え合わせをした後）からが、本当の勉強のスタートです。テストが返さ

れ、点数だけを見て「できた、できなかった」で終わりにしないで、粘り強く弱点を克服してい

く、これが学力向上の１番のポイントだと思います。 



多田羅沼（県自然環境保全地域） 入野家住宅（国指定重要文化財） 

〇２年生サツマイモ植え（５月２５日） 

 

 

 

 

 

 

 

○３年生梅の収穫（５月２８日） 

 

 

 

 

 

 

 

〇１年生市貝町巡り（６月１０日） 

  

 

 

 

 

 

 

 

○２年生タマネギの収穫（６月１０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１年生大豆の種まきとキュウリの管理（６月１５日） 

 

 

 

 

 

 

 

多田羅古墳群（町指定記念物） 


